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要 旨   

目的 アルコール使用障害（AUD）患者では，肝疾患による急性死亡リスクが高い場合，限

られた断酒期間であっても，早期の肝移植（LT）が検討される。本論文の目的は、長期間

の断酒時間に頼らないで、LT後のアルコール再発を予測する心理社会的ツールを見出すこ

とである。 

 

方法 我々は、Pubmed、Embase、Scopusにおいて、LT後のアルコール再発を予測するため

の数値スコアリングを用いた心理社会的ツールをテストする研究の系統的レビューを実施

した。禁酒期間の長さを点数化したツールは除外した。各研究は、臨床的背景、LT後の再

発アウトカム、予測妥当性について分析された。 

 

結果 5つのスコアリングシステムが 14のサンプルにおいて、LT後のアルコール再発の予

測に様々な妥当性を示した。LT後のアルコール使用への再発は、平均 23％であった。ほと

んどのスコアリングシステムは研究開発の途中であったが、5つのうち 4つのスコアリング

システムは、再発に対して高い陰性予測値を示すカットオフスコアを提供していた。 

 

結論 スコアリングシステムは候補者選定に有用であるが、カットオフスコアと予測可能

性に関するデータは、高いリスクを伴う LT選定に単独で使用するにはまだ不十分である。

前向きなスコアリングと LT後の再発の標準化されたフォローアップを伴うより大規模な研

究により、これらの心理社会的ツールの予測妥当性を比較することができるようになるだ

ろう。 
 


